
（別紙３）

～ 令和8年　1月　31日

（対象者数） 30名 （回答者数）
18名（兄弟で利用されているご家庭は1部提出）

～ 令和7年　6月　31日

（対象者数） 7名 （回答者数） 7名

分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

定期的な振り返りを行いながら、お子さん一人ひとりの成長

に応じて、今後さらに新たな支援を提供できる体制を整えて

いきたいと考えています。

また、お子さんたちが意欲的に取り組めるよう、活動の幅を

広げたり興味に合わせた作業を取り入れるなど、モチベー

ションを高める工夫にも今後一層力を入れていく予定です。

2

専門職による分析をもとに、ご家庭で取り入れられる支援方

法をアドバイスするなど、家族支援にも今後さらに力を入れ

ていきたいと考えています。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

地域ボランティアの募集や交流イベントの企画にあたって

は、より多くの方の目に留まるよう、今後は広報方法の工夫

にも取り組んでいきたいと考えています。

2

保護者連絡アプリやお便りを活用し、避難訓練の実施スケ

ジュールや当日の様子について、今後はより分かりやすく周

知していきたいと考えています。

3

お子さん一人ひとりの特性や発達段階に応じた支援の充実性当事業所では、全体で行う活動に加えて、年齢や発達段階に

応じて３つのグループを編成し、それぞれの特性に合わせた

集中的な支援を行っています。発達段階が近い子ども同士で

活動することで、無理のない難易度設定が可能となり、成功

体験を積み重ねながら成長できる環境を整えています。

専門職員による個別療育の実施 法人に所属する作業療法士・理学療法士が、お子さんの発達

段階を丁寧に分析し、日常生活に必要な力を育むための機能

訓練を実施しています。

また、専門職員が個別支援計画の作成に携わることで、より

明確で質の高いサービスを提供できるよう努めています。

事業所の弱み（ ）だと思われること

事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域交流が不十分である 放課後の限られた時間帯では地域交流の実施が難しいため、

休日や長期休みを活用した取り組みが適していると考えてい

ます。今年度は畑づくりの際に地域ボランティアを募集しま

したが、参加者が集まらず実施には至りませんでした。

緊急時の対応マニュアルや避難訓練実施の様子が十分に周知

されていない。

緊急時のマニュアル作成や定期的な避難訓練は実施しており

ましたが、保護者の皆さまへ十分に周知するための手段が不

十分でした。

令和7年　6月　1日

従業者評価有効回答数

事業者向け自己評価表作成日
令和8年　2月　1日

事業所の強み（ ）だと思われること

より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

従業者評価実施期間

事業所名 社会福祉法人　恵庭光風会　放課後等デイサービスたくと

保護者評価実施期間
令和7年　12月　1日

保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表








